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新
藤
大
臣
、
大
野
知
事
、

奥
ノ
木
市
長
等
多
数
が
祝
福

　

新
郷
地
区
連
合
町

会
は
、
よ
り
一
層
の

充
実
と
町
会
相
互
の

親
睦
を
図
る
た
め
、

令
和
５
年
度
視
察
研

修
旅
行
を
11
月
13
日
、

14
日
の
１
泊
２
日
で

行
っ
た
。

ま
ず
防
災
体
験
学

習
施
設
が
あ
る
、
千

葉
県
松
戸
市
西
部
防

災
セ
ン
タ
ー
で
、
地

震
・
火
災
・
風
水
害
、

自
然
災
害
の
恐
ろ
し

さ
と
防
災
意
識
の
重

要
性
を
学
ん
だ
。

さ
ら
に
暴
風
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
体

験
、
１
１
９
番
通
報
・

火
災
の
消
火
・
煙
避

難
・
応
急
救
護
体
験

等
を
行
っ
た
。

今
回
学
ん
だ
こ
と

を
参
考
に
各
町
会
で

実
践
訓
練
し
て
は
ど

う
で
し
ょ
う
。

防
災
訓
練
は
、
地

域
全
体
で
定
期
的
に

行
う
こ
と
で
、
災
害

に
対
す
る
準
備
が
強

化
さ
れ
、
災
害
時
の

被
害
を
最
小
限
に
食

い
止
め
る
こ
と
が
出

来
ま
す
。

帰
り
に
は
、
道
の

駅
「
保
田
小
学
校
」

な
ど
見
学
し
て
「
地

獄
の
ぞ
き
」
有
名
な

鋸
山
に
向
か
い
、ロ
ー

プ
ウ
ェ
イ
で
の
空
中

散
歩
、
展
望
台
か
ら

の
富
士
山
の
絶
景
、

南
房
総
の
眺
望
を
楽

し
ん
だ
。

参
加
者
。（
本
蓮
）

中
山
久
仁
夫
・
田
中

紀
夫
・
小
堀
勝
一
、（
東

本
郷
南
）
山
﨑
一
夫
・

渡
辺
秀
夫
・
山
﨑
合

子
、（
榛
松
）
宮
原
美

子
・
中
川
光
恵
、（
大

東
）
長
谷
部
秋
仁
・

渡
辺
秀
人
、（
東
本
郷

台
）
寺
本
正
和
・
古

川
鑯
郎
・
大
谷
禎
子
、

（
赤
井
）
関
根
和
雄
・

大
栁
祐
一
・
石
島
正

文
・
粕
谷
笑
子
、（
新

堀
）
大
場
茂
樹
・
高

橋
富
士
夫
・
田
中
勝
、

（
前
野
宿
）
細
川
み
さ

を
・
増
田
美
弥
子
、

（
峯
）
遠
藤
太
嘉
志
・

西
野
政
義
、（
支
所
長
）

髙
橋
浩
二
。
敬
称
略

　

第
１
２
７
代
埼
玉

県
議
会
議
長
立
石
泰

広
さ
ん
の
就
任
祝
賀

会
が
、
11
月
30
日
浦

和
の
ホ
テ
ル
で
開
催

さ
れ
た
。

　

発
起
人
代
表
の
奥

ノ
木
信
夫
川
口
市
長

を
は
じ
め
、
経
済
再

生
担
当
大
臣
新
藤
義

孝
さ
ん
・
自
民
市
議

団
団
長
宇
田
川
好
秀

さ
ん
・
川
口
政
経
懇

話
会
会
長
児
玉
洋
介

さ
ん
・
川
口
商
工
会

議
所
会
頭
細
野
博
隆

さ
ん
・
川
口
鋳
物
工

業
協
同
組
合
理
事
長

石
川
義
明
さ
ん
他
大

勢
の
発
起
人
と
、
参

会
者
の
５
３
２
名
は

就
任
の
お
祝
い
と
激

励
を
兼
ね
て
盛
大
に

行
な
わ
れ
た
。

　

奥
ノ
木
市
長
は「
私

の
後
継
者
、
７
人
目

の
川
口
出
身
者
、
議

長
職
は
じ
め
様
々
な

要
職
に
就
き
埼
玉
の

た
め
励
ん
で
く
だ
さ

い
」と
激
励
さ
れ
た
。　

　

立
石
さ
ん
は
、「
県

民
の
皆
様
の
声
に
耳

を
傾
け
、
誰
も
が
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
郷

土
埼
玉
を
築
い
て
い

く
た
め
精
励
し
て
参

り
ま
す
。
本
日
は
沢

山
の
方
に
激
励
の
ご

挨
拶
や
お
祝
い
を
頂

き
ま
し
た
皆
様
に
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
」

と
語
ら
れ
た
。

　

立
石
さ
ん
は
サ
プ

ラ
イ
ズ
で
、タ
キ
シ
ー

ド
と
ボ
ル
サ
リ
ー
ノ

の
ハ
ッ
ト
を
着
用
で

「
ナ
ッ
ト
・
キ
ン
グ
・

コ
ー
ル
の
Ｌ
Ｏ
ｖ
Ｅ

（
ラ
ブ
）
を
披
露
さ
れ

会
場
は
拍
手
喝
采
で

し
た
。

　写真中央が立石さん。新郷からも沢山のお応援者が参加した。

　写真中央が立石さんと、大野元裕知事ら発起人代表の皆さん。ロイヤルパインズホテル浦和。

左から奥ノ木さん、立石さん、新藤さん。
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令
和
５
年
交
通
安
全
年
間
ス
ロ
ー
ガ
ン
　
　
武
南
交
通
安
全
協
会
　
　
　「
電
話
番
号
が
変
わ
っ
た
」　 

川
口
市
防
犯
協
会

歯
科
医
の
風

　

先
日
来
院
さ
れ
た

男
性
患
者
A
さ
ん
は
、

私
が
イ
ン
プ
ラ
ン
ト

を
十
数
年
前
に
か
な

り
の
本
数
を
入
れ
た

人
で
し
た
。

　

そ
の
イ
ン
プ
ラ
ン

ト
の
一
部
が
食
物
を

噛
む
と
痛
い
と
い
う

こ
と
で
す
。
レ
ン
ト

ゲ
ン
で
調
べ
て
み
る

と
、
埋
入
し
た
イ
ン

プ
ラ
ン
ト
を
支
え
て

い
る
骨
が
か
な
り
歯

周
病
と
同
じ
よ
う
に

細
菌
の
感
染
で
や
ら

れ
て
無
く
な
っ
て
来

て
い
ま
す
。

　

よ
く
よ
く
お
話
を

聞
い
て
み
る
と
、
最

近
２
型
糖
尿
病
が
進

ん
で
い
る
と
い
う
こ

と
で
す
。

　

糖
尿
の
病
気
に
か

か
る
と
あ
ら
ゆ
る
細

菌
に
よ
る
感
染
症
に

弱
く
な
り
、
特
に
た

く
さ
ん
の
細
菌
が
い

る
口
の
中
で
は
歯
周

病
が
進
行
し
て
、
歯

茎
が
化
膿
し
骨
が
無

く
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
。

　

２
型
糖
尿
病
と
い

う
病
気
は
成
人
病
の

１
つ
で
、
高
齢
化
と

と
と
も
に
増
え
つ
つ

あ
り
、
日
本
の
成
人

の
10
人
に
１
人
は
か

か
っ
て
い
る
の
が
現

状
で
す
。

　

無
症
状
で
進
行
す

る
た
め
、
気
付
か
な

い
う
ち
に
重
症
化
し
、

血
管
が
ボ
ロ
ボ
ロ
に

な
る
な
ど
万
病
の
も

と
に
な
り
ま
す
。

　

こ
の
病
気
は
早
期

に
発
見
す
る
こ
と
が

大
事
で
、
血
糖
値
の

検
査
を
定
期
的
に
す

る
こ
と
で
み
つ
け
ら

れ
ま
す
。

　

生
活
習
慣
病
の
１

つ
な
の
で
食
事
、
運

動
、
ス
ト
レ
ス
な
ど

を
改
善
す
る
こ
と
で

病
気
を
予
防
で
き
る

の
で
個
人
の
努
力
が

試
さ
れ
て
い
ま
す
。

　    

岩
下
歯
科
医
院
（
榛
松
）      

　
　

院
長　

岩
下　

一
三 

11
月
12
日
、
江
戸
袋

町
会
（
町
会
長
＝
前
原

博
孝
さ
ん
）
は
、
レ
ク

リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
大
会
を

江
戸
袋
公
園
で
開
催
し

た
。

　

開
会
式
に
、
新
藤
義

孝
大
臣
秘
書
・
県
議
・

市
議
・
町
会
長
・
社
協

新
郷
会
長
等
大
勢
が
激

励
に
訪
れ
た
。
競
技
は
、

大
玉
転
が
し
リ
レ
ー
・

玉
入
れ
・
宝
探
し
等
。

　

来
賓
も
童
心
に
帰
り

全
競
技
に
参
加
し
楽
し

ん
だ
。

江戸袋町会レクリェーション大会

　前列左から寺本正和さん、関根和雄さん、前原博孝町会長、中山久仁夫さん、大
場茂樹さん。後列左から長谷部秋仁さん、永瀬秀樹県議、立石泰広県議、萩原一寿
県議、幡野茂市議、漆山隆さん、新藤義孝衆議院議員　菊地博秘書。 　

視
覚
障
害
が
あ
っ

て
も
書
道
で
人
生
を

輝
か
し
て
い
る
、
峯

在
住
の
き
よ
ち
や
ん

こ
と
高
瀬
喜
代
美
さ

ん
（
60
）
が
、
青
木

　写真左から、本木孝子さん、喜代美さん、坂口みつえさん。

　

先
月
号
の
ピ
ン
ト
写
真
ク
ラ
ブ
記
事
の
続
き
。

　

写
真
前
列
左
か
ら
岡
本
行
永
さ
ん
、
山
田
文
雄
さ

ん
、
佐
々
木
量
さ
ん
、
野
田
光
子
さ
ん
、
後
列
左
か

ら
前
原
博
孝
市
議
、永
瀬
秀
樹
県
議
、相
上
興
信
さ
ん
、

野
田
康
世
さ
ん
、
新
藤
義
孝
衆
議
院 

菊
地
博
秘
書
。

　

ピ
ン
ト
写
真
ク
ラ
ブ
再
掲
載

峯
の
書
道
家
き
よ
ち
ゃ
ん

会
館
で
第
１
回
の「
お

は
な
し
と
書
道
展
」

を
開
催
し
た
。

　

き
よ
ち
ゃ
ん
は
、

20
歳
の
時
に
「
網
膜

色
素
変
性
症
」
と
診

断
さ
れ
、
50
歳
で
視

力
を
ほ
ぼ
失
っ
た
が
、

書
道
で
生
き
る
決
意

と
勇
気
を
発
信
し
続

け
て
い
る
。

　

苦
悩
を
乗
り
越
え

て
振
る
う
筆
は
ま
っ

す
ぐ
で
、
選
ぶ
言
葉

は
心
の
闇
を
照
ら
す
。　
　

　
「
も
の
心
つ
い
た
時

か
ら
、
お
母
さ
ん
が

素
質
を
見
出
し
『
負

け
な
い
で
ね
、
強
く

な
る
の
よ
、
芸
は
身

を
助
け
る
の
よ
』
と

い
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

病
気
を
し
て
い
て
も

幸
せ
で
す
。
書
く
言

葉
が
天
か
ら
降
り
て

く
る
の
で
す
。
本
当

の
強
さ
と
は
自
分
の

弱
み
を
さ
ら
け
出
す

こ
と
な
の
で
す
」
と

語
る
。

　

高
瀬
さ
ん
は
、
中

途
視
覚
障
害
者
自
立

支
援
「
ロ
ー
ビ
ジ
ョ

ン
ラ
ボ
」
の
川
口
支

部
長
を
さ
れ
て
い
る
。

　

11
月
10
日
、
新
郷

東
部
公
園
祭
り
関
係

者
は
、
奥
ノ
木
信
夫

市
長
を
訪
問
し
「
教

育
施
設
の
整
備
に
役

立
て
て
く
だ
さ
い
」

と
寄
附
金
を
届
け
た
。

　

市
長
は
「
格
別
の

ご
芳
志
に
よ
り
ご
寄

附
い
た
だ
き
有
難
く

感
謝
し
ま
す
」
と
喜

び
を
語
ら
れ
、
教
育

委
員
会
か
ら
の
感
謝

状
を
贈
っ
た
。

　

飯
塚
孝
行
市
議
は
、

「
ご
寄
附
い
た
だ
き
川

口
市
議
と
し
て
私
か

ら
も
深
く
感
謝
と
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

今
ま
で
新
郷
地
区
に

な
い
斬
新
な
発
想
で

成
功
裏
に
終
わ
っ
た

た
こ
と
に
敬
意
を
表

し
ま
す
。
来
年
も
新

郷
地
区
の
絆
が
深
ま

り
、
盛
り
上
げ
て
頂

け
る
こ
と
と
、
ご
期

待
申
し
上
げ
ま
す
」

と
謝
辞
。

新
郷
東
部
公
園
祭
り
の
売
上
金
を
寄
附　写真左から飯塚孝行市議、奥ノ木市長、千葉正吾さん、永沼義隆さん、新井秀樹さん。
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ぺ
だ
る
こ
ぐ
　
ぼ
く
の
あ
い
ぼ
う
　
へ
る
め
っ
と
　
武
南
警
察
署
　
　
　
　
　
　
と
い
う
電
話
は
詐
欺
　
　 

武
南
警
察
署

新郷公民館文化祭

11
月
12
日
、
川
口

市
赤
井
町
会
（
町
会

長
＝
関
根
和
雄
祭
典

委
員
長
）
は
４
年
ぶ

り
に
「
第
16
回
赤
井

ふ
る
さ
と
祭
り
＆
秋

の
感
謝
祭
」（
祭
典
運

営
委
員
長
＝
稲
垣
義

雄
さ
ん
・
実
行
委
員

長
＝
村
津
孝
徳
さ
ん
）

が
神
社
と
町
会
会
館

駐
車
場
で
開
催
し
た
。

赤
井
神
社
神
殿
に

て
関
係
者
一
同
と
少

年
野
球
・
子
供
太
鼓
・

ダ
ン
ス
チ
ー
ム
が
参

拝
し
た
。

出
陣
式
で
は
大
勢

の
来
賓
に
激
励
さ
れ
、

祝
い
太
鼓
で
幕
を
開

け
た
。

子
ど
も
神
輿
、
大

人
の
神
輿
が
町
内
を

巡
行
し
て
、
会
館
に

戻
り
カ
ラ
オ
ケ
大
会
、

ド
ラ
ゴ
ン
Ｈ
Ｐ
ダ
ン

ス
、ゲ
ー
ム
コ
ー
ナ
ー

等
で
賑
わ
っ
た
。

赤井ふるさと祭り　今年も盛大に開催

　前列左から大栁裕一さん、山﨑一夫さん、ふじしまともこ市議、漆原隆さん、千葉正吾さん、
寺本正和さん、大場茂樹さん。後列左から萩原美紀さん、長谷部秋仁さん、中山久仁夫さん、
石島正文さん、永瀬秀樹県議、関根和雄町会長、立石泰広県議、飯塚孝行市議、村津孝徳さん、
萩原一寿県議、新藤義孝衆議院 菊地博秘書。

　

新
郷
公
民
館
（
館

長
＝
国
島
善
夫
さ
ん
）

地
区
文
化
祭
が
、
11

月
18
日
、
19
日
に
開

催
さ
れ
た
。
利
用
団

体
15
組
の
演
技
、
10

組
の
展
示
、
１
組
の

チ
ャ
レ
ン
ジ
コ
ー

ナ
ー
が
あ
り
、
そ
れ

ぞ
れ
の
利
用
団
体
が

日
ご
ろ
の
活
動
成
果

を
発
表
し
た
。

左
の
写
真
は
、
洋

裁
・
和
裁
ク
ラ
ブ
で
、

左
か
ら
立
石
泰
広
県

議
、
野
村
弘
子
さ
ん
、

木
村
て
る
子
さ
ん
、

前
原
博
孝
市
議
、
永

瀬
秀
樹
県
議
。

右
の
写
真
は
、「
新

郷
み
ん
な
で
歌
お
う

の
会
」
講
師
の
加
藤

千
恵
子
さ
ん
（
中
央
）

と
関
係
者
の
皆
さ
ん
。

右
上
は
前
原
博
孝
市

議
。

加
藤
さ
ん
は
「
会

は
発
足
以
来
３
年
が

経
ち
ま
し
た
。
皆
さ

ん
が
笑
顔
で
歌
い
に

来
ら
れ
る
姿
を
見
て

続
け
て
き
て
良
か
っ

た
と
実
感
し
て
お
り

ま
す
。
ど
う
ぞ
お
気

軽
に
歌
い
に
い
ら
し

て
く
だ
さ
い
ね
」
と
。

　

長
野
県
人
川
口
新

郷
会
（
会
長
＝
西
澤

聖
人
さ
ん
）
は
、
例

年
の
郷
土
訪
問
旅
行

に
代
わ
り
11
月
26
日
、

赤
井
町
会
会
館
で
忘

年
会
を
開
催
し
た
。

　

山
崎
武
光
さ
ん
の

総
司
会
、
開
会
挨
拶

は
山
崎
幹
事
長
、
西

澤
会
長
挨
拶
、
事
務

局
の
西
澤
幸
子
事
務

局
長
が
報
告
、
そ
し

て
井
出
猛
副
会
長
の

乾
杯
で
和
や
か
に
会

食
。

　

参
加
者
24
名
は
１

年
間
の
行
事
を
振
り

返
え
っ
て
の
感
想
を

１
人
ず
つ
発
表
し
、

カ
ラ
オ
ケ
や
ビ
ン
ゴ

大
会
で
楽
し
い
ひ
と

時
を
共
有
し
、
三
好

義
昭
副
会
長
の
閉
会

挨
拶
で
忘
年
会
の
幕

を
閉
じ
た
。

　

写
真
前
列
右
か
ら

４
番
目
が
西
沢
会
長

と
皆
さ
ん
。

　長野県人会忘年会

新
郷
赤
寿
会
50
周
年
祝
賀
会

　前列左から石井克郎さん、梅本りんさん、大栁祐一さん、相馬晃重さん、千葉正吾さん、
稲垣敏雄さん、橋本久さん、後列左から関根和雄町会長、高寺千恵子さん、萩原一寿県議、
幡野茂・前原博孝・飯塚孝行市議、岡村ユリ子県議、ふじしまともこ市議、石島正文さん、
村津孝徳さん、安達正明さん、粕谷笑子さん。

　

新
郷
赤
寿
会
（
会

長
＝
相
馬
晃
重
さ
ん
）

の
創
立
50
周
年
記
念

祝
賀
会
が
、
12
月
３

日
赤
井
町
会
会
館
で

開
催
さ
れ
た
。

　

相
馬
会
長
は
「
昭

和
46
年
30
人
の
会
員

で
発
足
し
、
現
在

１
０
０
人
余
り
の
会

員
で
す
。
私
は
平
成

３
年
か
ら
会
長
を
務

め
現
在
ま
で
12
年
と

な
り
ま
し
た
。
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
」
と
。

梅
本
り
ん
さ
ん
、

笹
内
フ
ミ
さ
ん
、
千

葉
正
吾
さ
ん
、
大
栁

祐
一
さ
ん
、
稲
垣
敏

夫
さ
ん
達
に
感
謝
状
・

表
彰
状
が
贈
ら
れ
、

ま
た
、
関
根
和
雄
町

会
長
よ
り
、
相
馬
さ

ん
に
感
謝
状
が
贈
ら

れ
た
。

懇
親
会
で
は
、
民

謡
の
南
カ
ヨ
子
さ
ん
・

片
楓
悌
二
さ
ん
、
尺

八
の
長
田
勇
宗
さ
ん

が
黒
田
節
等
４
曲
を

披
露
し
た
。
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英
科
学
誌
ネ
イ

チ
ャ
ー
は
12
月
14
日
、

科
学
分
野
で
話
題
に

な
っ
た
「
今
年
の
10

人
」
に
大
阪
大
学
の

林
克
彦
教
授
（
生
殖

遺
伝
学
）
ら
を
選
ん

だ
と
発
表
し
ま
し
た
。

　

林
教
授
ら
は
今
年

の
３
月
、
哺
乳
類
で

あ
る
雄
マ
ウ
ス
の
iPS

細
胞
か
ら
世
界
で
初

め
て
卵
子
を
つ
く
っ

た
研
究
成
果
を
発
表

し
ま
し
た
。

　

卵
子
を
受
精
さ
せ
、

雄
の
細
胞
だ
け
で
子

供
の
誕
生
に
も
成
功

し
ま
し
た
。

　

ネ
イ
チ
ャ
ー
誌
は
、

「
椅
子
か
ら
転
げ
落
ち

 

健
康
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト

（313)

る
ほ
ど
驚
い
た
」
と

い
う
海
外
研
究
者
の

コ
メ
ン
ト
を
紹
介
し
、

成
果
を
た
た
え
ま
し

た
。

　

人
で
の
研
究
が
進

め
ば
、
近
い
将
来
、

男
性
同
士
の
カ
ッ
プ

ル
や
、
不
妊
に
悩
む

女
性
も
子
ど
も
を
持

て
る
よ
う
に
な
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。

　
　

保
険
薬
剤
師　

　
　
　

中
山
久
仁
夫

医
学
の
進
歩
！

あ
と
が
き

　

今
月
号
で
掲
載
で
き
な

か
っ
た
記
事
は
、
来
月
号
に

掲
載
し
ま
す
。

　

日
々
の
忙
し
さ
の
中
で
本

紙
を
ご
愛
読
頂
き
、
本
当
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
地
域
の
皆
様

に
役
立
つ
情
報
を
提
供
で
き

る
よ
う
鋭
意
努
力
し
ま
す
。

　

毎
年
、
恒
例
の
各

町
会
長
様
始
め
、
各

団
体
、
個
人
様
か
ら

名
刺
広
告
を
頂
き
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。　

　

今
回
も
「
新
郷
新

聞
」
制
作
費
や
印
刷

費
用
、
そ
し
て
地
域

新
聞
を
通
じ
て
地
域

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
応
援
を
込
め

て
、
令
和
６
年
１
月

号
に
、
名
刺
広
告
の

ご
協
力
を
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。　

　

ま
た
、
新
た
に
、

ご
協
力
頂
け
る
方
、

ご
連
絡
を
お
待
ち
申

し
上
げ
ま
す
。　
　

☎
０
４
８
（
２
８
４
）

５
７
７
９ 

☎
０
９
０

（
５
１
９
８
）
７
２
５
１　
　
　
　
　
　

　
　
　
　

 

新
郷
新
聞
社

　

手
打
ち
の
為
、
数
に

限
り
が
あ
り
ま
す
の
で

お
早
め
に
お
買
い
求
め

下
さ
い
。

ご
予
約
も
賜
り
ま
す
。

　

お
土
産
用
う
ど
ん
す

き
も
あ
り
ま
す
。

　
　

手
打
そ
ば
砂
場

（
レ
ス
ト
ラ
ン
・
ガ
ス
ト
前
）

☎
（
２
８
１
）
２
３
７
１

◇
日
：
１
月
13
日
（
土
）

◇
時
：
開
演
13
時
30
分

◇
所
：
日
本
キ
リ
ス
ト
教
団

　

西
川
口
教
会

（
川
口
市
西
青
木
１-

25-

21
）

◇
講
師
：
樋
野
興
夫
先
生

　

順
天
堂
大
学
名
誉
教
授
。　

　
一
般
社
団
法
人
が
ん
哲
学
外

　

来
名
誉
理
事
長
。
恵
泉

　

女
学
園
理
事
長

◇
講
演
「
自
己
の
行
動
の
勇
気

　

～
逆
境
に
ど
う
立
ち
向
か
う
か
～
」

◇
入
場
無
料
・
定
員
40
人

◇
主
催
＝
川
口
が
ん
哲
学

　

カ
フ
ェ
世
話
人
会

◇
＝
０
４
８
（
２
５
２
）

　
　

７
０
３
６　

金
田

　

各
町
会
で
餅
つ
き
大
会　本蓮町会（ 町会長＝中山久仁夫さん）。写真前列左から前原博孝市議、

山﨑一夫さん、宮原美子さん、菊地博秘書。後列左から境川部屋の阿蘇
ノ山さん、照山悦子さん、飯塚孝行市議、中山久仁夫さん、永瀬秀樹県議、
大場茂樹さん、瑞天龍さん。

　新堀町会（ 町会長＝大場茂樹さん）。写真前列左から、新郷東小
学校栗林丈夫教頭、同校岡本賢一校長、大場さん、山﨑一夫さん、
長谷部秋仁さん。後列左から前原博孝市議、幡野茂市議、萩原一
寿県議、宮原美子さん。

　東本郷台町会（ 町会長＝寺本正和さん）。 写真前列
左から、山﨑一夫さん、寺本さん、大場茂樹さん、
後藤留美市議。後列左から、古川鐡郎さん、菊地博
秘書、永瀬秀樹県議、萩原一寿県議、前原博孝市議。

　大東町会（ 町会長＝長谷部秋仁さん）。 写真前
列左から大場茂樹さん、渡邊秀人さん、長谷
部さん、山﨑一夫さん。後列左から、菊地博
秘書、永瀬秀樹県議、前原博孝市議、井上勝
彦さん。

　赤井町会（ 町会長＝関根和雄さん）。写真前列左から嶋根
宏之さん、永瀬秀樹県議、関根さん、千葉正吾さん、
大栁祐一さん、村津孝徳さん、飯嶋純旺さん。後列左から
平川道也さん、峰岸寅太郎さん、飯塚孝行市議、相馬晃重
さん、石島正文さん、粕谷笑子さん、菊地博秘書。

埼玉県警察音楽隊カラーガードの演技。写真は新郷小学校提供 　工藤慎太郎さんと歌う木原満子先生

新
郷
小
学
校
150
周
年
イ
ベ
ン
ト
で

工
藤
慎
太
郎
さ
ん
コ
ン
サ
ー
ト

埼
玉
県
警
察
音
楽
隊
コ
ン
サ
ー
ト

川
口
が
ん
哲
学
カ
フ
ェ

「
い
ず
み
」
開
所
７
周　
　

年
記
念
講
演
会

年
越
そ
ば
予
約
受
付
中

地
域
新
聞

　
　
応
援
の
お
願
い

　

餅
つ
き
は
日
本
の
伝
統
的
な
行
事
の
１
つ
で
あ

り
、
餅
つ
き
を
通
じ
て
地
域
の
伝
統
や
文
化
が
、

次
世
代
に
継
承
さ
れ
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
が
大
人

た
ち
と
一
緒
に
参
加
す
る
こ
と
で
、
地
域
の
絆
が

で
き
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

新
郷
小
学
校
（
校
長
＝

萩
原
美
樹
さ
ん
）
は
、
開
校

１
５
０
周
年
記
念
事
業
の
一

環
と
し
て
、
11
月
10
日
に
埼

玉
県
警
察
音
楽
隊
コ
ン
サ
ー

ト
を
行
っ
た
。

音
楽
に
の
せ
て
の
楽
器

紹
介
や
児
童
も
参
加
し
た
曲

に
合
わ
せ
て
の
楽
し
い
手
拍

子
や
ダ
ン
ス
。
更
に
演
目
の

後
半
に
は
カ
ラ
ー
ガ
ー
ド
の

演
技
も
加
わ
り
、
一
層
華
や

か
な
舞
台
に
な
っ
た
。　
　
　

12
月
12
日
に
は
、
川
口

市
社
会
福
祉
協
議
会
主
催
に

よ
る
「
工
藤
慎
太
郎
さ
ん
コ

ン
サ
ー
ト
」
を
開
催
し
た
。


